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＜活動の方針＞

Ⅲ 関係団体や機関との協力・連携を大切にし、地域ぐるみの活動を目指す。
⑴ まちづくり協議会との連携活動を推進する。
⑵ 新潟市が提唱している学校運営協議会が充実するように地域
の立場で支援する。

Ⅱ 多様な活動を工夫し、子どもと子ども、子どもとおとなの共同活動を推進する。
⑴ 中学生が参加協力できる活動になるよう配慮する。
⑵ おとなの知恵を学べるような活動を多く取り入れる。

Ⅴ 調査広報活動を充実する。
⑴ 広報「さかいわ」を充実させる。
⑵ 子どもに関する社会情勢を調査し、地域の人々の青少年への関心を高める。

Ⅰ 家庭の一員、社会の一員としての資質を高め、健全な青少年の育成を目指す。

Ⅳ 子どもたちをとりまく環境浄化に努める。
⑴ 子どもたちの危機管理意識を育てる。
⑵ ＳＮＳやインターネットなどの適正な使い方や、ルールを守る意識を醸成する。



＜健全育成部＞
・ 中学生を主体として、発案・企画・運営を行った「坂井輪ふれあい広場」を開催。

中学生の「やりたいこと」をおとなが一緒に考えてサポート



＜健全育成部＞

当日の来場者は５００名を超える大盛況！



＜環境部＞
・ 子どもたちの「危険回避能力」を高めるため、「地域安全マップ作成会」を開催。

【全員で座学】

・ 完成したマップは校区内の小学校に巡回掲示。コンクールにも出品。

【いざ探検へ】 【協力してマップ作成】

【最後は共有】



＜環境部＞
今年作成した安全マップ

「ぼうさいこくたい２０２５」にて展示子ども同志で交流を深める様子も！



＜研修部＞
・ 校区内の小中学校の協力を得て開催。今年度４３回を迎える。

私の主張大会の様子

最優秀賞の作品は広報誌にて紹介



＜調査広報部＞
・ 各事業について取材を行い、地域住民への周知を図る。

・ 物価の高騰、担当部員の負担軽減を背景に、現在は年２回の発行。

昨年度１００号を迎え、記念号として発行



ご清聴ありがとうございました
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